
実施報告書（様式３） 

 

平成 2９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 長崎県 】 

１実践テーマ 【 Ⅴ 】  

２実施対象者 新上五島町立奈良尾小学校 全児童 ５１名 

 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（ パラリンピック出場選手から学ぼう ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

パラリンピック出場選手の話を聞くことで、夢を持つことや夢に向

かって努力することの大切さを知るとともに、一緒に運動することを

通して、スポーツに対する興味・関心を高め、広い視野をもってスポ

ーツに接しようとする意欲を育てる。 

 

５ 取組内容 １ ちらしによるパラリンピックの啓発 

２ 長崎県オリンピック・パラリンピック出場選手パネル掲示 

３ パラリンピック出場選手による講演と実技指導 

  リオパラリンピック銅メダリスト 

   芦田 創選手による講演及び走り方教室 

    演  題 「夢に向かって」 

    実技指導 「走り方教室」 

４ 講演及び実技指導についての振り返り 

５ 児童の意識の変容調査 

 

      
 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



実施報告書（様式３） 
６ 主な成果 

 

○ 夢に向かって努力することの大切さを知ることができた。 

○ 運動を通して、世界で活躍する選手のすごさを体験することがで

きた。 

○ パラリンピックに対する興味・関心を高めることができた。 

○ 走る運動のコツを知ることができた。 

○ パラリンピック出場選手を応援しようとする心が育った。 

 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

○ ちらしを各家庭に配付するとともに、地域回覧板を使って広く周

知に努めた。 

○ 講演を先に行い選手の努力等を知った上で、活動に移ったので、

技能の高さや努力の足跡を体感することができた。 

○ 長崎県出身のオリンピック・パラリンピック出場選手のパネルを

校舎入り口に設置し、随時児童が見られるようにした。 

 

８主な課題等 ○  １０月～１１月にかけて集中して指導したが、さらに効果を上

げるために、年間を通して教育活動に努めなければならない。 

○  全教職員のオリンピック・パラリンピック教育についての知識

が十分でなかったので、校内研修を中心に研修に努めなければな

らなかった。 

○  地域への啓発活動が十分でなかったので、さらに啓発活動に努

め、地域ぐるみで話題となるよう努める。 

 

９来年度以降

の実施予定 

○  継続指導していくことにより、教育効果は上がっていくととも

に、地域のオリンピック・パラリンピック教育への関心も高くな

っていくことが考えられる。よって、来年度以降も継続指導して

いく予定である。 

 

 


